
 

令和６年度 第４回 中野市子ども・子育て会議 議事録 

日時 

 

会場 

 

出席者 

（委員） 

 

 

 

（市：事務局） 

 

 

 

資料 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

（子育て課長） 

 

 

２ あいさつ 

（子ども部長） 

 

（子育て課長） 

 

 

 

 

（会長） 

３ 議事 

（１） 第３期中野市

子ども・子育て支援事

業計画（案）について 

令和７年３月 26 日（水） 14：30～15：30 

 

中野市市民会館（ソソラホール） 小ホール 

 

阿部亜紀子、川口朋子、小林由惟、上倉真希、 

大西清美、古川三智子、角間史康、徳竹佐織、半田正樹、片所年子、

土屋博、宮川響、髙橋翔輝、西澤亜理沙、山口佐織、松野奈月 

（計 16 名） 

 

小林子ども部長、戸田子育て課長、鈴木保育課長、小林子ども支援係

長、田中青少年未来係長、江本施設係長、山田保育係長、子ども・子

育て支援事業計画策定支援受託者カシヨ株式会社２名（計９名） 

 

次第 

資料１ ：第３期中野市子ども・子育て支援事業計画（案）について 

資料 1-2：第３期中野市子ども・子育て支援事業計画（案）のパブリッ

クコメントについて 

資料 2：令和７年度に新たに実施を予定している子育て支援について 

資料 3：中野市の少子化の現状について 

 

 

 （略） 

 

 

 

 （略） 

 

 

 それでは、３の議事に入ります。 

 中野市子ども・子育て会議条例第５条の規定によりまして、会議の

議長は会長にお願いしたいと存じます。 

 

 

 

 

はじめに、協議事項（１）第３期中野市子ども・子育て支援事業計画

（案）について。 

 事務局から説明をお願いします。 



 

 

（事務局） 

子ども支援係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和７年度に新

たに実施を予定してい

る子育て支援について 

 

 

（子ども支援係長） 

 

 

（委員） 

 

 

（保育課長） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（保育課長） 

 

 

 

 

 資料１-１に基づき説明 

 資料１-２に基づき説明 

 

 

 ただいま、事務局から説明がありましたが、ご意見ご質問等ござい

ましたら、挙手にてお願いします。 

 

 

（質問等なし） 

 

 

質問等が無ければ次に進みます。 

 

 

（２）令和７年度に新たに実施を予定している子育て支援について、

事務局から説明をお願いします。 

 

 

 

資料２に基づき説明 

 

 

令和７年度事業に誰でも通園制度はないのですか。 

 

 

令和８年度事業になります。 

今、事業の進め方など調整を検討しているところであります。公立

保育所は令和７年度から７園になりますが、一部の保育所で実施した

いと考えております。 

 

 

計画を立てるときには現場の意見を取り入れていただきたい。今あ

るクラスに入れるのか、別枠に保育士を配置するのか、現場の意見の

聞いていただきたい。 

 

 

実施につきましては、現場と一緒に検討しながら令和８年度の実施

に向けて進めたいと思っております。 



 

（委員） 

 

 

 

（保育課長） 

 

 

（委員） 

 

 

 

（保育課長） 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

（子ども支援係長） 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

（子ども支援係長） 

 

 

 

 

 

 

 

（母子保健係長） 

 

 

 

 

 

３歳以上児主食提供事業について、今お子さんご飯を持ってきてい

ますが、これは園でご飯を出すという事でしょうか 

 

 

来年度から園の方で提供したいと思っております。 

 

 

お昼寝用コット導入事業について、保護者がお昼寝用コットを導入

した子に対し提供するのですか。 

 

 

お昼寝用コットにつきましては、市の方で全部用意いたしまして、

シーツについても用意いたします。掛布団だけ保護者にご用意いただ

くよう考えております。 

 

 

１歳児健康診査事業について、２歳になる月の健康診査ですか 

 

 

健康づくり課での事業になります。１歳の年の間に受けていただく

ようになります。 

 

 

１か月児健康診査事業と、１歳児健康診査事業は、今はこどもを病

院で検査を行っていますが、市で集団検査をすることですか 

 

 

１か月児健康診査事業ですが、今まで通り病院で健診をしていただ

きます。今まで自己負担が発生していましたが、全額、市で支払をす

るようになります。 

１歳児健康診査事業につきましては、保健センターでの集団検診と

なります。 

 

 

 

令和７年度から１歳児健診事業を行う内容ですが、中野市は１歳か

ら保育所に通わせる方が多い特徴がありますので１歳の時に保育園に

出してからの相談を受け付けて支援をさせていただければと考えてお

ります。小児科の先生からもお子さんもそうですが、保護者のメンタ

ルの問題を抱えている方が多く見受けられることをお聞きしておりま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

（母子保健係長） 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

（母子保健係長） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（母子保健係長） 

すので、そこも支援していければと考えております。１歳児は大きな

節目の時期でもあります。言葉の発達、口腔機能の発達の成長が著し

い時期でもありますので、そこを、ターゲットにして、病気とか発達

の問題を早期に発見し、適切なケアを提供していければと考えており

ます。また、保護者に対しても、将来のライフプランを考えて、日々

の生活や、健康と向き合って生涯を通じた健康意識を上げる機会とさ

せていただければと思っております。 

 

 

子どもたちが集団の中に入って、相手を思うようになって初めて大

変な面が見えてくる。１歳児だけでなく２歳児、３歳児になって集団

行動でちょっとおかしい部分が出てくる時なのです。１歳児に関わら

ず、各年齢で見ていただかないと問題は進まないと思います。 

 

 

集団に入って見えることもあります。中野市では新たに来年度から

１歳児健診を始めますが、以前より３か月健診、７か月健診、１歳半

健診、２歳児健診、３歳児健診を行っております。その中で心理の先

生、小児科の先生も入っていただいて、発育、発達なども丁寧に診て

いただいております。 

 

 

４歳と５歳健診はなぜないのですか。それは保育園で健診がありそ

の時にわかるから４歳と５歳は市では行わないのですか。 

 

 

市では発育発達相談を保育園に入ってからも行っております。そこ

で、専門の先生に診てもらっておりますが、委員のおっしゃるとおり

５歳児が大事と言われておりますので、市も小児科の先生と相談して

おり、５歳児健診も大事ですので検討をしているところです。 

 

 

１歳から保育園に通わせている保護者で第２子から１歳から通わせ

ている親から１人目までは１歳から３歳まで見ていて、次の子は育休

を長く取りづらく２人目からは１歳になって４月から預けていると何

人かとお話していて、仕事復帰して子どもを複数人育てていて健診に

行くことに対して休まなければならない。充実感を得られるような健

診内容にしていただきたい。保護者が健診に行ってよかったなって思

えるようにしていただきたい 

 

１歳児健診では、保護者に対してベジチェックを保護者に対して行



 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子育て課長） 

 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

４ その他 

（１）中野市の少子化

の現状について 

（子ども課長） 

 

 

（子ども支援係長）） 

 

 

（子育て課長） 

 

い、野菜がどのくらいとれているか、また、骨密度健診もさせていた

だく予定です。 

親の歯の健康も大事ですので、歯の健診もさせていただく予定です 

お子さんの１歳おめでとうブックを差し上げるようにはさせていた

だきますが、また内容については検討させていただきます。 

 

 意見になりますが、１歳児健康診査では、病気や発達についての

早期発見は嬉しい事業なのですが、発達の問題は１歳児の間にわかる

ものではないので、１歳児とは言わずにもう少し膨らませていただけ

ると嬉しいです。子どもがもう少し自我が出てきた時の方がいいと思

うので検討していただきたいのと、未就学児に対しての発達支援は手

厚いのですが、小学生からの支援が少なくなる。学校とのやり取りと

なり学校には発達障害の専門の先生いるわけではないので、発見され

ないままになってしまうので、発見されなかった子たちを救ってほし

い制度と親の支援と、擁護の時と同じようにのびのび教室の延長で小

学生でも受けられるような集団教室を考えていただきたい。 

 

 

貴重なご意見ありがとうございます。発達障害、病気など理解がな

かった面もありますが、親から見てお子さんの発達状況を見て、あれ

と思ったときは、子ども相談室、こども家庭センターの方にお問い合

わせいただきたい。なかなか自分から声を出されない方もいられます

ので、今後ホームページ、SNS を利用して相談できるような制度も考

えていきたいと思います。 

 

 

質問等がなければ、以上となります。 

議事を円滑に進めることができました。ありがとうございました。 

（ 進行役、子ども課長に交代 ） 

 

 

 

 

会長さんありがとうございました。それでは、４その他の（1）中野

市の少子化の現状について事務局から説明をお願いします。 

 

資料３に基づき説明 

 

 

ただいま、事務局から説明がありましたが、ご意見ご質問等ござい

ましたら、挙手にてお願いします。 



 

 

 

 

 

（２）今後の会議日程 

 

 

（子ども支援係長） 

 

 

（３）その他 

（子ども部長） 

 

 

 

 

 

（高校生委員） 

 

 

 

 

 

（高校生委員） 

 

 

 

（子育て課長） 

 

（質問等なし） 

 

 

 

今後の会議日程等につきまして事務局からご説明をお願いします。 

 

  

今後の会議日程でありますが、次回は７月頃を予定しております。 

 

 

 

子ども家庭庁ができてこどもど真ん中、この計画にもありますが、

このこどもど真ん中については子どもたちの意見を聞くとなっており

ます。今年から２人の高校生が委員となってくださっております。こ

の会議について今後のことから意見等お願いします。 

 

 

この会議で、赤ちゃんのこと１歳２歳の子のことについて話してい

ただくのはいいことだとは思いますが、子ども子育ては、小学校、中

学校のことも具体的に話していただけると高校生としての意見も言い

やすいと思いました。 

 

 

高校生がもう少し発言しやすい会議や、また居て楽しい場所などの

話なら発言しやすいかと思いました。 

 

 

ありがとうございました 

それでは以上をもちまして令和６年度第４回中野市子ども・子育て

会議を、閉会とさせていただきます。 

長時間ありがとうございました。 

 

 

 


